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A Study on the Structural Character of “V +De/Bu+ Lai” in Chinese
Sasa DING1
ABSTRACT
In this paper I considered the structural character of “V +De/Bu+ Lai” structures in Chinese. The following conclusions 
were obtained. 
When V is a volitional verb, it means whether or not the action can be realized. V can be the verb that represents mutual 
activities, the verb that represents eating, the verb that represents the movement like “Shang” “Xia” “Jin” “Chu” “Hui” 
“Guo”, the verb that represents expression activities, the verb that represents causing a change of ownership, the verb 
that represents execution or correspondence. 
When V is a non-volitional verb, it means whether or not the phenomenon will appear. V can be the non-volitional verb, 
the verb that represents the movement of inanimate subject. When V is a non-volitional verb, “V +Bu+ Lai” is a natural 
sentence, but “V +De+ Lai” does not seem to appear in a statement sentence. However, when it is an interrogative 
sentence, or when it’s concurrent with the adverb which shows denial like “Mei” “Meiyou” “Weibi”, or when it’s 
concurrent with the adverb which shows time like “Cai”, or when it is used as parallel construction, “V +De+ Lai” is a 
natural sentence.
キーワード　可能補語，方向補語，意志動詞，無意志動詞
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2）  「V＋“得”/“不”＋ D」における Dは趨向補語（方向補語）
の意味であり，“来”も Dに含まれているとされる。
3） 安本がいう非自主動詞は日本語では無意志動詞のことであ
ろう。また，自主動詞は日本語では意志動詞と呼ばれてい
る。“自主动词”と“非自主动词”については马庆株（1988）
を参照されたい。日本語の「意志動詞」と「無意志動詞」
については鈴木（1972）を参照されたい。
4） 本稿で取り扱うコーパスは人民网（http://www.people.com.
cn/）（計16903例）と筆者が所持している資料（1960年代以
後出版されたもので，計3049例）である。そのなか，Vが
意志動詞である「V＋“得”/“不”＋“来”」の用例は
12968例，Vが無意志動詞である「V＋“得”/“不”＋“来”」
の用例は6984例である。
5） 可能補語は「V＋“得”/“不”＋方向補語」「V＋“得”/“不”
＋結果補語」「V＋“得”/“不”＋“了”」のような構造を
指す。「V＋“得”/“不”＋“来”」は「V＋“得”/“不”
＋方向補語」の一つとして可能補語に含まれている。
6） 本稿では，“合得来”“下不来台”“划得来”などのような既
に意味が一つに定着したものを対象外とする。また，“聊得
来的朋友”のような連体修飾語として機能する場合もある
が，本稿では取り扱わないことにする。
7） 本稿で取り扱う動詞の分類は工藤（1995）を参考にし，ま
とめたものである。
8） ここの“说”の客体が人であるため，相互的な活動を表す
動詞として認められる。また，“我不会说普通话”（標準語
が言えない）のような例文において“说”は相互的な活動
を表す動詞ではなく，言語活動を表す動詞であると思われ
る。
9） 「認識の可能」は渋谷（1986）を参照されたい。認識の可能
とは，あるコトガラの実現の可能性だと指摘されている。
10） 本稿で取り扱う文の類型と副詞の分類は北京大学中国語言
文学系現代漢語教研室（2004）を参考にし，まとめたもの
である。
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